
貸   借   対   照   表

（2019年3月31日現在）
会社名

資　   　産　   　の　   　部 負  債  及  び  純　資　産  の  部

科　　   　目 金      額 科　　   　目 金      額

（資産の部） 円 （負債の部） 円

  流  動  資  産 444,851,199   流  動  負  債 187,466,438

現 金 預 金 5,795,521 支 払 手 形

受 取 手 形 工 事 未 払 金 108,803,201

電 子 記 録 債 権 短 期 借 入 金

完 成 工 事 未 収 入 金 139,624,560 未 払 金 435,811

未 成 工 事 支 出 金 94,155,573 未 払 費 用 3,389,244

短 期 貸 付 金 194,092,955 未 成 工 事 受 入 金 31,919,400

前 払 費 用 2,215,450 預 り 金 956,382

未 収 入 金 8,967,140 未 払 法 人 税 等 22,404,400

仮 払 金 完 成 工 事 補 償 引 当 金

繰 延 税 金 資 産 工 事 損 失 引 当 金

そ の 他 賞 与 引 当 金 19,558,000

役 員 賞 与 引 当 金

  固  定  資  産 10,604,009 そ の 他

   有 形 固 定 資 産 510,668   固  定  負  債

建 物 ・ 構 築 物 長 期 借 入 金

機 械 ・ 運 搬 具 退 職 給 付 引 当 金

工 具 器 具 ・ 備 品 510,668 役 員 退 職 慰 労 引 当 金

土 地 そ の 他

   無 形 固 定 資 産 123,843 負  債  合  計 187,466,438

　 投資その他の資産 263,500 （純資産の部）

投 資 有 価 証 券   株　主　資　本 267,988,770

関 係 会 社 株 式 資 本 金 20,000,000

破 産 更 生 債 権 等  　 資 本 剰 余 金

長 期 保 証 金 263,500  資 本 準 備 金

そ の 他  　 利 益 剰 余 金 247,988,770

貸 倒 引 当 金  利 益 準 備 金 5,000,000

9,705,998 そ の 他 利 益 剰 余 金 242,988,770

   固定資産圧縮積立金

   圧縮特別勘定積立金

   別 途 積 立 金 180,000,000

   繰越利益剰余金 62,988,770

　　 自 己 株 式

　 その他有価証券評価差額金

純　資　産  合  計 267,988,770

資    産    合    計 455,455,208 負  債  純　資　産  合  計 455,455,208

ＮＤＫ電設㈱

　評価・換算差額等

　長期繰延税金資産
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（１）

　普通株式 200 株

（２） 配当金支払等

　配当金の総額

　　１株当たり配当額

　基　準　日
　効力発生日

（３）

　配当金の総額

　　１株当たり配当額

　増加する剰余金の項目とその額

　　別途積立金

　減少する剰余金の項目とその額

　　繰越利益剰余金

　基　準　日
　効力発生日

　リース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によ
り行っております。

15,200,000円

76,000円

　普通株式の配当に関する事項

　2019年6月17日開催予定の定時株主総会において、次のとおり決議を予定しております。

　2018年6月19日開催の定時株主総会において、次のとおり決議されております。

２．株主資本等変動計算書に関する事項

当事業年度末における発行株式数

基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期になるもの

2018年03月31日
2018年06月20日

表示方法の変更

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）に伴う、
「会社法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号　平成30年３月26日）を当
事業年度から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分
に表示する方法に変更しました。

　この結果、前事業年度において「流動資産」に区分しておりました「繰延税金資産」（前事業年度 １
４百万円）は、当事業年度においては「投資その他の資産」の「繰延税金資産」９百万円に含めて表示し
ております。

注　記　表

2019年03月31日
2019年06月18日

　たな卸資産の評価基準及び評価方法については、未成工事支出金は個別法による原価法により行ってお
ります。

　有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法については、定率法により行っております。ただ
し、１９９８年４月１日以降取得した建物（附属設備を除く）、並びに２０１８年４月１日以降に取得し
た建物附属設備および構築物については、定額法を採用しております。

　無形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法については、定額法により行っております。な
お、自社利用のソフトウェアは、社内における利用可能期間（５年）に基づき行っております。

　賞与引当金は、従業員に支給する賞与に備えるため、当事業年度に対応する支給見込額を計上しており
ます。

　役員賞与引当金は、役員に支給する賞与に備えるため、当事業年度に対応する支給見込額を計上してお
ります。

　完成工事高の計上は、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約につい
ては工事進行基準（工事進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事契約については工事完成基準を
適用しております。なお、工事進行基準による完成工事高はありません。
　資材販売等の売上高の計上は、引渡基準によっております。

20,000,000円

20,000,000円

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　有価証券の評価基準及び評価方法については、その他有価証券で時価のあるものは期末日の市場価格等
に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）により
評価しております。

24,700,000円

123,500円

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。


